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現地調達を目指す日系企業を応援

取引を拡大したいベトナム企業を応援

Topic    野村ハイフォン工業団地
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ベトナムニュース VIETJO 

ベトナムの金属加工分野急成長

「家賃が安いアパートによくありがちな大きな落とし穴」

企業インタビュー： SAKURAI VIETNAM Co.,Ltd

イベントの一覧第22回  『情報の洪水に飲み込まれない方法』

主な入居企業は以下のとおりです。
◎東北パイオニア：カーオーディオ用スピーカーの製造
◎トヨタ紡織ハイフォン：カーテンシールドエアバッグの製造
◎豊田合成ハイフォン：セーフティシステム製品の製造
◎矢崎総業ハイフォン：自動車用ワイヤーハーネスの製造
◎GE（米国）：風力発電用タービンの製造

■概要
NHIZは1994年の設立当初、ベトナム北部初の工業団地とし
て注目を集めましたが、当時は、ベトナムへ進出する外資系企
業は、南部への投資が中心だったことや、タイでアジア通貨危
機が発生したこともあり、入居企業が集まりにくい状況でした。
しかし、その後、ベトナムの経済発展と共に順調に入居企業が増え
始め、近年では、チャイナプラスワンとしてベトナム北部に注目が
集まるようになったこともあり、現在は、全区画が完売しています。

レンタル工場に関しては、平屋建て2棟（約1,500㎡、内訳：ワー
キングエリア1,000㎡、オフィス他 500㎡）、4階建て4棟（約
1,500㎡、内訳：ワーキングエリア1,200㎡、オフィス他 300
㎡）となっており、平屋建ての棟に1スペース、4階建ての棟に
4スペース、空きがある状況となっています。

2015年4月時点でNHIZの入居企業は54社となっており、
そのうち日系企業が48社と大多数を占めています。入居す
る企業の業種は、機械製造や自動車部品、電子設備の製造
などとなっており、比較的高い技術を要する業種が多くなっ
ています。

野村ハイフォン工業団地（以下、NHIZ）は、野村アジアインベストメント（70％）とハイフォン市人民委員会（30％）の出資により設立された合弁企
業Nomura Hai Phong Industrial Zone Development Co.Ltdによって、1994年にハイフォン市に建設された工業団地です。
NHIZは、ベトナム北部で初めて建設された工業団地で、昨年2014年には設立から20周年を迎えました。総面積は153ヘクタール、投資総額は、
1億4,000万ドルで工業団地内には2万6千人以上の従業員が働いており、ハイフォン市の経済発展に大きく貢献しています。
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英語
 或いは 

連絡先

レンタカーサービス(4,7 & 16人乗り)
1日～長期まで対応可能です。

レンタカーサービス(4,7 & 16人乗り)
1日～長期まで対応可能です。

レンタカー

アパート、オフィス、工場、倉庫、
店舗などをご紹介できます

不動産仲介

　　  

)川前( 837.984.7390 :帯携 - 531.656.73 )8-48( 話:電
Fax  : (84-8) 37.657.056　メール: motohide.m@gmail.com

: 

Lot VB, Not.4st, Vinh Loc Industrial Park, Binh Hung Hoa B Ward, Binh Tan Dist, HCMC第一工場:
Lot D19-D20/II, Road No.5, Not.4st, Vinh Loc IP, Binh Hung Hoa B Ward, Binh Tan Dist, HCMC第二工場:

www.mugegawaseiko-vn.com

第二工場稼動中!!第二工場稼動中!!第二工場稼動中!!

第一工場 第二工場



 - Jul 2015

なお、入居する日系企業代表者の会を毎月一回開催しており、
NHIZの運営会社から各種連絡事項の説明や代表者交代のあ
いさつ、法改正などの最新情報の交換が行われています。さら
に年に一回、入居企業によるゴルフコンペを開催して、企業同
士の親睦を深める催しも行われています。

■感想
今回、ハノイ市のルオンイエン（Luong Yen）バスターミナル
から、長距離バスを利用してハイフォン市へ向かいました。料
金は75,000VND（約410円）で約2時間弱でハイフォン市
のタムバック（Tam Bac）バスターミナルに着くことができま
した。タムバックバスターミナルからNHIZまではタクシーで約
10kmとなっており、約20分で到着しました。
ハイフォン市は、港湾都市として、製造業を中心とした企業の
進出が相次いでおり、街全体が非常に活気に満ちている印象
を受けました。さらに、日系企業の進出増加に伴い日本人が急
増しており、日本食レストランも多く見受けられるようになりま

されています。また、NHIZの大きな特徴として、NHIZ内に自
家発電所（6.2MW×9台）を保有しているため、万が一、EVN
が停電した場合でも自家発電にて電力の供給が可能となって
おり、生産活動に支障をきたすことはありません。また、銀行、
ATM、郵便局、クリニック、税関、物流会社、通信会社、損害保
険会社などのオフィスがあり、サービス面でのインフラも充実
しています。
給水は、バットキャット浄水場より、13,500㎥/日の供給が可
能です。
廃水処理は、1日あたり10,800㎥の処理能力を持つ排水処
理設備があります。

■特徴
NHIZの主な特徴として、①輸出のための港（ハイフォン港）が
近く、物流の利便性が高いこと、②3つの大型インフラプロジェ
クトの整備が進められており、輸送リードタイムが大幅に短縮
が期待されていること、③日系企業が多く入居していること、④
会社の株主にハイフォン市が入っていることの4点が挙げられ
ます。ハイフォン市が株主になっている点については、法人設
立の申請等が行いやすく、ハイフォン市への要望が出しやすい
などのメリットがあります。

■立地
NHIZは、ハイフォン市中心部から13km、ハイフォン港から
15km、カットビ空港（2015年に国際線化予定）から20kmと
非常に便利な位置にあり、また、国道5号線に面しているため、
物流の利便性が高いといえます。
ハイフォン市周辺では、ハノイ-ハイフォン高速道路（新国道5
号線）の建設、カットビ空港の国際線化、大型水深港のラックフ
ェン港の建設といった大型インフラ整備が進められており、特
に2017年末に完成予定のラックフェン港の第1期が完成する
と、現在のハイフォン港と併せて、これまでの貨物取扱量の約
2倍の貨物処理が可能になるとされています。さらに第2期が
完成すれば、貨物処理能力は3倍になり、輸送リードタイムが大
幅に短縮されます。

■インフラ
電力は、110KV / 60MVAのNHIZ受変電設備にて、EVN
電力を受電し、22KVと380Vにて、入居企業へ安定的に送電

した。今後、住居や学校、スーパーマーケットなど生活環境が充
実していくことが予想され、現在は、単身赴任が中心ですが、今
後は家族帯同での生活も十分に可能になるのではないかと考
えられます。
NHIZは、ベトナム北部初の外資系工業団地として、ベトナムの中
でも成功事例とされている工業団地であり、高い技術を有する企
業、人材が集積しています。今後、ラックフェン港の開港、カットビ
空港の国際線化、ハノイ-ハイフォン高速道路の開通などのインフ
ラが相次いで完成する予定となっており、国内は勿論、海外への
アクセスも非常に便利になることで、より一層注目される工業団
地です。高い技術を有し、物流の利便性を活かした事業展開を考
えている企業にとって、新規事業を展開する上で、非常に良い投
資環境と言えるのではないでしょうか。
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